
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ ご参観ありがとうございました！ 
 保護者の皆様におかれましては，お忙しい中，昨日の参観日にお越しいただき，ありが

とうございました。日頃の生徒の様子（頑張る姿）を見ていただけたのではないでしょう

か。お子さんの学力向上に向けて，学校も授業改善に努めております。懇談会に参加され

ていない保護者の方も多くおられますので，お子さんのことについて，気になることがあ

りましたら遠慮なくご連絡ください。 
 

 

 

現在，ほとんどの生徒は，「勉強（受験）をがんばりたい！」，「部活動で活躍したい！」，

「文化祭を楽しみたい！」などの具体的な目標をもって，落ち着いた状況の中で，学校生

活が送れています。 

 しかし，一方で，心配な状況もあります。毎日のように遅刻が続いている生徒，授業中

に私語をしてみんなの邪魔をしてしまっている生徒，登下校中（時には校内で）に携帯電

話を使用している生徒，悪ふざけの延長で友だちの心や身体，学校施設を傷つけてしまっ

ている生徒・・・。 

 生徒との会話の中で，「自分だけじゃない！」，「みんなやってる！」，「ちょっとふざけた

だけ！」という言葉を聞くことが少なくありません。 

 一人一人が，少し立ち止まって，自分の言葉や行動が，相手にどのような影響を与える

のか，その結果としてどのような責任をとらなければならないのか，などについて考えて

ほしいと思います。自分一人で責任が取れますか？ 謝ってすぐに解決する問題ばかりで

しょうか？ 自分の家族や友だちを含めて悲しむ人がいませんか？  

 また，地域の方はよく見ておられます。高校の先生からも情報が入ることがあります。

「栗中の生徒が・・・」と。せっかく学校行事を頑張っても，中体連で好成績を残しても，

地域に出て好き勝手なことをしていては，本当に周りから目標とされる学校，応援される

生徒になれるでしょうか。自分だけの問題ではなく，“栗中生”として見られるということ

を，改めて頭に入れておいてください。 

 

 ここで，生徒指導主事の元谷先生の取組を紹介します。 
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令和５年度は，生徒全員が安全・安心な学校生活を送ることができるよう，キーワー

ドの一つとして，「問題行動の未然防止」を掲げ，取組を進めてきました。 

 令和６年度は，さらに一歩進めて，自分たちの手で，みんなで考えながら取組を進め

ていこうと，「自治」をテーマに掲げました。 

 「行事を自分たちの手で築こう！」，「委員会活動を活性化させよう！」を実践すべく，

生徒会執行部の３年生を中心に様々な取組を企画し実行してくれています。 

 その中で，生徒指導面での充実を図るために，生徒玄関に“元谷先生コーナー”が設

置され，みんなに元気を出してもらうべく日々メッセージが掲示されています。ぜひ，

立ち止まり一読し，自分のこととして考えてもらいたいです。 

 

 

 



（掲示物の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

 

 

 令和６年９月２８日（土）・２９日（日）に，南部地区秋季大会が開催されましたので，

入賞した部（個人）を紹介します。惜しくも入賞できなかったどの部も，大健闘であった

と報告を受けています。今大会は，新チームになって初めての大会で，多くの生徒が緊張

していたと聞きました。思うような結果が出た部もあれば，悔いが残った部もあると思い

ます。ぜひ，顧問の先生と一緒になって振り返りを行い，来春につなげていきましょう。 
 
 

◇野球部：優勝 

◇バスケットボール女子：第３位 

◇ソフトテニス男子個人：福田琉惺・宮原慶斗ペア 第３位 

◇陸上女子：１年女子８００ｍ 仲重美晴 第１位 

１年女子１００ｍ 野村舞（せとなみ TRACK CLUB） 第１位，橋本羽花（せとなみ TRACK CLUB） 第２位 

 共通女子走幅跳 橋本羽花（せとなみ TRACK CLUB） 第１位，野村舞（せとなみ TRACK CLUB） 第２位 

 

 

 

  １年生にとっては，３回目の定期試験となりますが，１日で５教科を 

実施する試験は初めてではないでしょうか。それぞれの学年が，公立高 

校の受験を意識しながら，取組を進めてほしいと思います。 

 まずは，２週間前となる本日からの放課後や土日にやることを計画してみましょう。

「まずは提出物から！」とか「苦手教科に時間をかけよう！」とか「夜は眠たくなるから

朝型に変えよう！」とか・・・。 

もしかしたら，勉強に集中するためには，何かを我慢しなければいけないかもしれま

せん。「テレビを見る時間を決める！（２１時以降は見ない！）」，「You tube の視聴時

間を減らす！（スマホをつつく時間を○○分以内にする！）」，「試験中はゲームをしな

い！」，「試験が終わるまでは，友だちと遊びに行かない！」など，ぜひともご家庭のルー

ルを考えてみましょう 

また，「勉強のやり方」について，ぜひとも，学級の中で，お互いの勉強法について交

流してみて，自分に合った勉強法を見つけることも良いと思います！！ 


